
食品中の
放射性物質対策 豚肉・鶏肉・卵の検査結果（～平成27年1月26日）（2/2）
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（注）・平成27年1月26日までに厚生労働省が公表したデータに基づく。（ ）内は検査点数。
・検出下限値未満は50ベクレル/kg以下として集計。
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食品中の
放射性物質対策

農林水産省

きのこ等の特用林産物の安全確保

• 安全な生産資材の導入、放射性物質による汚染の軽減

• 野生の山菜やきのこの採取に関する情報提供

１. 安全なきのこ原木の確保

（きのこ原木・ほだ木の購入支援、きのこ原木の需給のマッチング）

２. きのこ原木・ほだ木の放射性物質による汚染低減対策や

簡易ハウス等の導入

３．ガイドラインに沿った栽培管理の普及・指導

４．放射性物質の汚染を低減させる栽培技術の普及

５．ホームページ、パンフレットによる情報発信、巡回指導

具体的な取組
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